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文献のスクリーニング

アブストラクト

2人のドクターが別々に
選別する

論文データベース

アウトカムによって
論文を分類

1次スクリーニング 2次スクリーニング

非常に多数の論文を評価するため
時間と労働力が大変！
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SRの1次スクリーニングの問題点

1. 検索キーワードに制限があるため、候補となる論文数が非常に
多い

→ 論文数を絞り込む機能

2. 候補論文のどれがCQに近いかわからないため、大量の論文
抄録を全て詳しく読まなくてはならない

→ CQに近い順に論文をランキング

3. 選んだ抄録をアブストラクトテーブルにまとめなくてはいけない

→ 選択した論文をファイル化してダウンロードする
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SRに関する既存の機械化技術

問題点

① PubMedで文献のリストが表示されるだけで、絞り込むことができない。

② 文献の情報が1画面に表示されないため、インターネットブラウザと

EXCELなどの複数のソフトを併用しなければならず、作業が非効率で

ある。

http://hgserver2.amc.nl/cgi-bin/miner/miner2.cgi

Key wordを入力して
PubMedの検索用語を
作成する。



15

システムの概略① 論文を絞り込む

各ファイル

CQに基づいて文献を、MEDLNEな
どのデータベースから検索する

データを選択するためのキー
ワードをシステムに入力

アプリをスタート

得られたデータ

キーワードをベクトルに変形

キーワードを含むファイルが選択される

得られたデータを各ファイルに分割

ファイルデータが解析されやすい
形態に変形される(ベクトル化)

文献のベクトルからキーワードのベクト
ルを検索する。
単語のベクトルで検索するため、
NephrologyとNephrologistなどの近い語
の検索も可能になった

臨床疑問に関する論文に
特有の課題が選択される
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システムの概略② 論文選択

1次スクリーニング終了

検索文を入力

検索文をベクトルに変形機械学習で学習(ディープラーニングなど)

各ファイルを検索文との関連性の
強さのランキングで表示

各ファイルの判定をヒトが行う

最終的に選択されたファイルを作成し、
表示する

ディープラーニングが作成したモ
デルに基づいて検索文に近い文
献をランキングする

• GL作成マニュアルに従うた

めヒトがチェックする仕様に
しているが、自動化も可能

• 利用者の傾向に従って再ラ
ンクする
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Deep learningによる文献の推奨

100~200のア
ブストラクト

新しく選択されたアブストラクト

査読者とdeep learningの
結果を比較

アブストラクトの
選択

Deep 
learning



18

Deep learning modelによる予測精度の比較
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CKDガイドライン2018作成の文献選択

18 アブストラクト 28 アブストラクト

従来の方法で見逃された論文を見つけ出すことに成功した

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
28(4)
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ガイドライン作成支援システム ①

ガイドラインの
章立て
(プロジェクト名)

検索キーワードの記録

日本腎臓学会エンドポイント
ガイドラインの作成で使用中

Doctor K Ⓡ
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ガイドライン作成支援システム ②

ユーザーの
傾向を表示

2名の査読者の判定結果

アブストラクト
査読者の傾向を学習して未読論
文の表示順番が変わる

Doctor K Ⓡ
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本発明が先行技術より優れている点

• 手作業による文献検索では、数千の論文をチェックし
なくてはならなかった。本発明では、キーワードによる
文献の絞り込みを行うため、研究者の作業が著しく
効率化される。

• 本研究では、ドキュメントのベクトル化とディープラー
ニングを使用することで、検索文に関連する文献検
索を高精度で行うことが可能である。

• 本システムは学習を積み重ねることができるため、施
行を重ねるごとに正確度が向上する。
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本システムの特徴

• Deep learningを用いて、文章・書類(テキスト)をベクト
ル化する

• テキスト間の関係を評価する

• 大量のテキストから目的のテキストを迅速に検索する

• 大量のテキストを分類する

• ユーザーの選択傾向を考慮し、テキスト解析の精度を
向上する

• 解析できる文献の種類は論文に限らず、様々な種類の
文章に対応できる
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想定される用途

本技術により、大量のテキストデータ(文章・書類)を解
析することができるため以下の用途が想定される

– 大量のテキストの分類

– 目的の検索文に近いテキストデータの検索

– 自然言語処理を用いた検索性能の向上

– 自由に記載されたアンケート・記事の解析・分類

• 映画やレストランなどの感想の分類

• インターネット記事の分類

• 会社・市場のマーケティング
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実用化に向けた課題

• 本技術の応用するためには、学習用のテキストデー
タが必要となるため、準備が必要である。

• 準備されたテキストデータのフォーマットに合わせて
プログラムを作成する必要がある。
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企業への期待

• テキストデータの解析を行っているないしは計画して
いる企業との共同研究を希望している。

• テキストの種類は医学に限らないため、企業の業種
は問わない。

• 大量のテキストデータを扱っている企業には有用な
技術と考えられる。
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：文章検索システム、文章検
索方法及び文章検索プログラム

• 公開番号 ：特開2020-140435

• 出願人 ：学校法人川崎学園

• 発明者 ：神田英一郎、柏原直樹
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お問い合わせ先

川崎医科大学 産学連携知的財産管理室

TEL：086-462-1111

Fax：086-463-1073

E-mail：s-renkei@med.kawasaki-m.ac.jp


